
①

専従医師
常勤
非常勤

16 名
名

常勤
非常勤

16 名
名

（うちリハ
専門医）

常勤
非常勤

9 名
名

常勤
非常勤

9 名
名

理学療法
士

常勤
非常勤

40
 1

名
名

常勤
非常勤

44
　3

名
名

作業療法
士

常勤
非常勤

34
 4

名
名

常勤
非常勤

39
　3

名
名

言語聴覚
士

常勤
非常勤

12
 2

名
名

常勤
非常勤

14
 2

名
名

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
従事者

常勤
非常勤

4
1

名
名

常勤
非常勤

5
2

名
名

■脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

■運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

設置目的

都内に居住する者のリハビリテーション医療並びにリハビリテーション医療に係る教育研
修及び研究を行うとともに、災害発生時における地域の医療救護活動(以下「災害医療」
という。)を実施するため、東京都リハビリテーション病院(以下「病院」という。)を設
置する。
（東京都リハビリテーション病院条例　第一条第一項より）

診療科目 整形外科、眼科、耳鼻いんこう科、泌尿器科、リハビリ科、歯科

労災、生活保護、原爆医療、結核医療、育成医療、更正医療、精神通院医療、難
病、小児慢性特定疾患

開設年月日

なし

病床数
訪問・通所リハビリ

併設施設

２　指定要件の充足状況

指定医療

地域リハビリテーション支援センター指定（平成31年４月）に係る調査票

（　区東部保健医療圏）東京都墨田区堤通２－１４－１

記入年月日：平成30年10月11日

平成2年5月30日

１　病院の概要

所在地

医療機関名：東京都リハビリテーション病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般病床165床（うちリハビリ専門病床131床）
■訪問リハビリ（■医療保険■介護保険）　□通所リハビリ（介護保険）

医療従事
者

※指定後の診療体制や地域支援を実施する専門スタッフの充足予定等を記入してください。

平成３０年度
（９月末時点）

診療体制

平成２９年度
（年度末時点）

　地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療
体制を有すること

施設基準医療施設

資料６－８ 
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②

→

紹介患者数 1,245 人 609 人

（うちリハ部門） 829 人 411 人

逆紹介患者数 754 人 400 人

（うちリハ部門） 580 人 298 人

紹介率 95.3 ％ → 95.6 ％

（うちリハ部門） 96.3 ％ → 95.9 ％

逆紹介率 92.1 ％ → 95.5 ％

（うちリハ部門）　 94.0 ％ → 96.4 ％

連携病院数 184 施設 → 121 施設

（うちリハ部門） 145 施設 → 95 施設

連携診療所数 5 施設 → 1 施設

（うちリハ部門）　 1 施設 → 1 施設

連携施設数 80 施設 → 21 施設

（うちリハ部門） 80 施設 → 21 施設

③

④

相談体制

　他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

連携体制

平成２９年度
平成３０年度

（４月から９月まで）

　地域の医療機関、福祉施設等からのリハビリテーションに関する相談等に応じ、必要な情報を
提供できる体制にあること

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入して
ください。

医療機関
との連携
状況

福祉施設等と
の連携状況

有

無

平成30年度は、以下の研修会を実施する。（平成30年9月末日現在）
①「リハビリ多職種連携研修会」（年1回実施/今後2回開催予定）
リハビリテーション専門医・療法士等の情報交換を通して、関係者の連携強
化を図る。
②「地域リハビリテーションセミナー」(年7回実施/今後7回開催予定)
介護予防における地域リハビリテーション促進事業への支援を目標とする。
※別紙参照
③「介護技術研修会」（年１回実施）
介護職員を対象に福祉用具の活用方法等を含めた基本的な介助方法の技術指
導を行う。
④「区東部地域リハビリテーション支援センター研修会」（年1回実施）
参加者のニーズに合わせたテーマで開催。

相談窓口設置の有無

有

無

　窓口として専用回線を用いて、各種相談に応じている。相談内容と
しては、患者及び家族や医療福祉従事者からの訪問リハビリテーショ
ンに関することが多い。必要に応じて、訪問診察及び訪問リハビリ
テーションの提供や墨田区在宅リハビリテーション支援事業等の各区
の事業の紹介等も行っている。
　また、ケアマネージャー等からの依頼によりヘルパーや訪問看護、
福祉用具業者に対して、療法士によるリハビリに関する指導や相談、
環境調整等の助言を行っている。
（圏域外の問い合わせに対しても電話相談により対応し、必要な場合
は、適切な施設などを紹介している）

取組状況

研修体制

　地域のリハビリテーションに携わる従事者、家族の会、又はボランティア等関係団体に対し、
必要な研修を実施できる体制にあること

研修実施の有無 取組状況
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： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

6

予定する連携施設　　※連携施設が複数ある場合は、別紙による説明可

連携予定

協力予定

予定する協力施設　　※協力施設が複数ある場合は、別紙による説明可

7

有

無

有

無

連携予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

常　勤

名

非常勤 名

常　勤 3

非常勤

名1

名

非常勤

常　勤

非常勤

名

名 名

・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等

・事務職員

非常勤 名

名

常　勤 1 名

1

事業実施予定年月日

名

非常勤

名

1

地域リハビリテーション支援センターの運営体制（予定）

墨田区、江東区、江戸川区

名

二次保健医療圏名

常　勤

医療福祉連携室　地域リハビリテーション科

・言語聴覚士

Ⅰ　事業実施体制等

3
平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日まで

職種・人数
（H31.4.1現在）

・医師

2

医療機関名

2

東京都リハビリテーション病院

区東部保健医療圏

（うちリハ専門医）

常　勤 1

名

地域リハビリテーション支援事業 実施計画書

設置場所

5

4

事業実施予定地域　　※区市町村名を記入してください

二次保健医療圏内 二次保健医療圏外

非常勤 非常勤名

常　勤常　勤 1 名

・その他

・理学療法士

・作業療法士

(調整中)

（所在地） （連携内容）

（所在地） （協力内容）

協力予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

1



※各項目の取組目標は次頁以降に記載

Ⅱ　事業目標（平成３１年度から平成３３年度まで）

　３区における地域リハビリテーション提供体制の充実と強化を図る。①かかりつけ医へのリハ
ビリテーション知識・技術情報の提供（サポート医向けフォローアップ研修会等を実施）②療法
士や介護支援専門員をはじめとする地域リハビリテーションを支える人材の育成と連携（リハビ
リ多職種連携研修会等を実施）を当センターが中心となり、積極的に行っていく。③医療介護福
祉連携の推進：高齢者や障害者の在宅療養に関係する、特に地域包括支援センターや社会福祉施
設など多様な組織との連携協力にトライし、都における地域包括ケアシステム構築に寄与する。

地域リハビリテーション支援センターとしての取組方針（全体目標）

【都におけるリハビリテーション医療推進の方向性（東京都保健医療計画）】
　＜計画期間：平成30年４月１日から平成36年３月31日まで＞

地域リハビリテーション支援体制の充実

　今後の更なる高齢化の進展に伴う地域リハビリテーションの重要性を踏まえ、平成２３年度から各地域
リハビリテーション支援センターが実施している次の３つを柱とした事業をより充実・強化

地域リハビリテーション関係者の連携強化

　地域のリハビリテーション施設、自治体、関係団体等が参画する連絡会を開催し、現状と課題について
意見交換や情報共有を行い、地域リハビリテーションに関わる施設等の連携を推進する。

災害時リハビリテーション支援体制の構築

　大規模災害発生後、被災者に対する生活不活発病予防、居住環境や福祉用具等の調整などのリハビリ
テーション支援ができるよう、支援センターを中心に、地域の関係機関と連携し、災害時リハビリテー
ション支援体制の構築に取り組む。
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　地域リハビリテーション力の向上に向けて、地域リハビリテーションに関わる人材への
技術等の底上げと、かかりつけ医へのリハビリテーション知識・情報提供を図る。

墨田区医師会、江東区医師会、江戸川区医師会

　地域リハビリテーション力の向上に向けて、地域リハビリテーションに関わる人材、特に訪
問や通所に関わる関係者に対する支援を行う。

「リハビリ多職種連携研修会」の名称で開催。平成30年度は、
『重度障害者と認知症者に係る生活の構築について（江東区事
例）』に関する症例検討会を実施している。
出席者同士による地域の情報交換やリハビリ専門医・療法士によ
るリハビリテーションに関する情報提供を通じて、関係者の連携
を図る。

「リハビリ多職種連携研修会」の名称で開催。平成30年度は、
『重度障害者と認知症者に係る生活の構築について（江東区事
例）』に関する症例検討会を実施している。
出席者同士による地域の情報交換やリハビリ専門医・療法士によ
るリハビリテーションに関する情報提供を通じて、関係者の連携
を図る。

江戸川区訪問介護事業者連絡会

4 回／３１年度

かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供【連携施設の活用可】

実施予定回数 テーマ（予定）

（１）

テーマ（予定）

　平成30年度（9月末現在）の実績は、リハビリ多職種連携研修会を1回実施。今後の予定とし
て、リハビリ多職種連携研修会を2回、墨田区サポート医研修会を１回予定している。

「リハビリ多職種連携研修会」の名称で開催。平成30年度は『重
度障害者と認知症者に係る生活の構築について（江東区事例）』
に関する症例検討会を実施している。
出席者同士による地域の情報交換やリハビリ専門医・療法士によ
るリハビリテーションに関する情報提供を通じて、関係者の連携
を図る。

8 回
（平成３２・３３年度）

実施予定回数

（３）

Ⅱ　事業実施内容等（必須の役割）　※全センター共通

地域リハビリテーション力の向上

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など【連携施設の活用可】

ケアマネジャーへの研修【連携施設の活用可】

回
（平成３２・３３年度）

取組目標

（４）

これまでの取組状況

4

8

3 回／３１年度

実施予定回数

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無

有　・　無
（団体・施設名）すみだケアマネージャー連絡会、江東区介護事業者連絡会、

1

実施予定回数 取組予定内容

（２）

リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定【連携施設の活用可】

（２）

（３）

回／３１年度

回
（平成３２・３３年度）

6

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無
（団体・施設名）

有　・　無

各区在宅リハビリテーション支援事業サポート医向けフォロー
アップ研修会に当院から講師派遣を行う。

2

取組予定内容

4 回／３１年度

8 回
（平成３２・３３年度）

訪問・通所リハビリテーション分野への支援

（１）

取組目標

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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3

（４）

ケアプラン相談支援【連携施設の活用可】

相談受付方法 相談受付日・時間

回／３１年度

平成３０年度上半期（4月～9月）のケアプラン相談支援受付実績

（５）

平成20年度（事業開始）～平成29年度までの利用実績　220名
平成30年度サポート医登録者数　35名【34医療機関】（平成30年9月末日現在）

実施自治体名 支援内容

（２）

6

名称
設置を予定する地域協議会（連絡会）

参加予定機関・施設（参加予定職種）

2

回（３年間計）

（１）

取組目標

　平成30年度は、区東部地域リハビリテーション連絡協議会幹事会を2回実施予定。

墨田区

　「墨田区在宅リハビリテーション支援事業」事務局を担当。
利用希望者に対する医師の診察、療法士によるリハビリプログ
ラムの提供、サポート医からのリハビリに関する質疑対応など
を実施。（墨田区、墨田区医師会からの委託によるもの）1

これまでの取組状況

Ⅲ　事業実施内容等（選択する役割）

支援予定

2

有

無

（３）

これまでの取組状況

区市町村による在宅リハ支援事業等への支援　　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

電話・メール・面談など
平日8：30～17：15
（土日祝日、年末年始を除く）

　訪問リハビリに関する問い合わせに対し、訪問による診察、訪問リハビリの提供が中心であ
るが、ケアマネージャーの依頼により、ヘルパーや訪問看護に対し、療法士によるリハビリに
関する指導、相談や環境調整や福祉用具業者へのアドバイスなども行っている。

　　相談件数：22件

　地域リハビリテーション力の向上に向けて、地域リハビリテーションに関わる関係者との連
携を図るため、研修会等の企画や実施に関する意見を集約、実施に関する協力を得る。

区東部地域リハビリテー
ション連絡協議会　幹事会

・行政関係者（墨田区保健計画課、江東区福祉部地域
ケア推進課、江戸川区福祉部介護保険課）
・各区医師会理事（医師）・看護師
・各区ケアマネージャー代表
・各区療法士（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ）
・訪問介護職員
・地域包括支援センター職員

地域リハビリテーション関係者との連携強化

実施予定回数

これまでの取組状況

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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①相談件数　18件（平成30年４月～９月）
②支援者向け研修会　1回（年2回開催予定）
③専門職種向け症例検討会　1回（年2回開催予定）
④圏域連絡会　1回（年2回開催予定）

　東京都から高次の機能障害支援普及事業「専門的リハビリテーションの充実事業」を受
託しているが、来年度以降も引き続き、区東部保健医療圏における支援者に対して①相談
窓口の開設、②支援者に対する症例検討会や講演会の実施、③圏域内の関係者を対象とし
た圏域連絡会の実施、④他区・他圏域で開催される連絡会議への出席、⑤高次脳に関する
情報提供、資源調査等を行う。

（２）直接地域住民と接する相談機関の支援 有　・　無

4

地域の関係団体の支援 有　・　無

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その１）
区分 実施予定

（１） 有　・　無

（５）

（３）福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

連絡会、事例検討会の実施 有　・　無

（４）

有　・　無

2

3

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

脳卒中医療連携推進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定

予
定
有
と
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
次
頁
も
記
入

支援内容

有

無

高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定 支援内容

有

無

（６）その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業 有　・　無

これまでの取組状況

これまでの取組状況
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平成29年度は、「地域リハビリテーションセミナー」を14回開催。【参加者総数：696名】「墨田区地域リハビリテーショ
ン活動支援事業」に対する後方支援として「地域支援リハ会議」を3回開催した。

平成29年度は『地域でのリハビリテーション栄養』テーマに研修会を実施。
【参加人数総計：138名】

平成29年度は、墨田区内の各地域包括支援センターで、住民主体の介護予防活動への技術的支援や介護職員等
への技術的支援等を130回実施した。（墨田区地域リハビリテーション活動支援事業における後方支援）

平成29年度は「介護技術研修会」を1回実施し、起居・立ち上がり・移乗などベッド周辺動作の介助
方法について実技も含み研修を行った。【参加人数総計：30名】

平成29年度は、墨田区内の各地域包括支援センターで、住民主体の介護予防活動への技術的支援や介護職員等
への技術的支援等を130回実施した。（墨田区地域リハビリテーション活動支援事業における後方支援）

平成29年度は、「リハビリ多職種連携研修会」を4回開催し、認知症やくも膜下出血後の重度障害者
等の事例検討を多職種の参加者で行った。【参加人数総計：168名】

把握したニーズの内容

研修会の実施

設定した課題

地域包括支援センターでの高齢
者に対する健康体操の指導や助
言（墨田区地域リハビリテー
ション活動支援事業における後
方支援）

設定した課題把握したニーズの内容

参加者のニーズに合わせた
テーマ

区東部地域リハビリテーショ
ン支援センター研修会

設定した課題

これまでの取組状況

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

介護予防における地域リハビ
リテーション促進事業への支
援

地域リハビリテーション
セミナー

設定した課題把握したニーズの内容

墨田区・江東区・江戸川区・
当院により症例を提示し、多
職種で事例検討(グループワー
ク)する場を提供

対象 実施予定回数

PT・OT・
ST・看護
師・地域包
括スタッフ

等

リハビリテー
ション従事者
(医療・福

祉・保健・介
護・行政等)

　
42回

（３年間）

実施予定回数

　
12回

（３年間）

その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業

これまでの取組状況

研修会の実施

支援内容

支援内容

対象

リハビリ多職種連携研修会

把握したニーズの内容

設定した課題

連絡会、事例検討会の実施

高齢者の健康づくりの推進、
介護予防の推進、重度化の防
止

住民主体の介護
予防活動への技
術的支援

地域住民・
地域包括支
援センター
職員等

把握したニーズの内容

　
３回

（３年間）

対象

介護職員に対し、基本的な介
助方法や福祉用具の活用方法
等についての情報提供

介護技術研修会
（介護技術研修会内にて実施）

把握したニーズの内容

高齢者の健康づくりの推進、
介護予防の推進、重度化の防
止

支援内容 実施予定回数

地域の関係団体の支援

これまでの取組状況

福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

　
未定

（３年間）

地域包括支援センターでの高齢
者に対する健康体操の指導や助
言（墨田区地域リハビリテー
ション活動支援事業における後
方支援）

　
６回

（３年間）

支援内容

（１）

これまでの取組状況

支援内容 対象 実施予定回数

講演会の実施

リハビリテー
ション従事者
（医療・福
祉・介護・行
政等）

支援内容 対象 実施予定回数

住民主体の介護
予防活動への技
術的支援

直接地域住民と接する相談機関の支援

実施予定回数

研修会の実施

介護職員
サービス
提供責任
者

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その２）

（５）

地域住民・
地域包括支
援センター
職員等

　
未定

（３年間）
（２）

設定した課題

これまでの取組状況

（６）

（３）

これまでの取組状況

（４）

対象
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